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日本の伝統文化を学ぶ

「子ども茶の湯教室」



　町からの放送のほか、地震や他国からの武力攻撃など時間的余裕のな
い事態が発生した際に、国（総務省消防庁）からの情報を受信し、今回
整備の防災行政無線を自動起動させ、瞬時に情報を発信します。

　町では、「つながる あんしん 坂城町」をキーワードに町民のみなさんが安心して生活できる環境を整備し、４
月より防災行政無線（同報系）の一部運用を開始しました。防災等に関する情報のほか、平常時は行政のお知ら
せなど必要な情報を迅速かつ確実に伝えるシステムとなっています。防災行政無線では、全戸・全事業所へ無償
で戸別受信機を貸与し、情報を伝達します。現在、戸別受信機の配布と各種連携工事などを行っており、本格運
用の開始は７月下旬を予定しています。
　防災行政無線の概要は、町ホームページに掲載していますのでご覧ください。

　防災行政無線（同報系）は、役場庁舎に設置の
「親局」、親局からの電波を受信し放送を行う「屋

外スピーカー」と屋内用の「戸別受信機」、消防
本部に設置の「遠隔制御装置」で構成されていま
す。
　親局と遠隔制御装置からは、町内全域に一斉に
情報を発信できるほか、地区ごとの放送を行うこ
とができます。
　また、７月からは、さかきまちすぐメール、上
田ケーブルビジョンのＬ字放送、町ホームページ、
緊急速報メール及び新規に開設する Twitter、坂
城町防災ＷＥＢと連携し、同時に情報を発信しま
す。これらの各種通信サービスの利用方法は、後
日、広報さかき及び町ホームページでお知らせし
ます。
　なお、今月より放送内容を確認できる自動応答
電話サービスを開始しました。（下記参照）

▲親局（坂城町役場）

▲遠隔制御装置（千曲坂城消防本部） ▲屋外スピーカー

◯緊急放送のほか、定時放送と定時時報を放送します。定時放送は、毎日
朝７時・昼12時30分・夜８時に町からの行政情報を戸別受信機にお知
らせします。定時時報は、毎日正午と夕方に屋外スピーカーと戸別受信
機に音楽を流します。

◯夕方（帰宅放送）は、季節により時間が変動します。（４月は午後５時
30分）

放送を聞き逃した、もう一度聞きたい場合は、こちらから放送内容が確認できます。（通信料がかかります）

～つながる  あんしん  坂城町～  を目指して

防災行政無線（同報系）が
　　　　　　　開局しました
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◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線223）　直通75－6211

　現在、７月下旬の本格運用開始に向け、全戸・全
事業所へ戸別受信機の配布を行っています。

※万一、大災害が発生し、テレビやラジオ、携帯電
話も不通となった時に、住民の皆さんなどにお知
らせをする唯一の手段となることが想定されま
す。全戸・全事業所への配布にご理解ください。

◯乾電池は停電等の緊急時に使用できるよう、普段
は付属のACアダプタで電源を取ってください。
また、乾電池は残量が残っていても、長期間使用
すると液漏れする場合があります。１年毎の交換
を推奨します。（乾電池・電気代等の維持管理に
係る費用は自己負担となります。）
◯戸別受信機は無償で貸与しています。町外へ転出
の場合は、役場へ返却をお願いします。また、町
内で転居する（放送する地区が変更になる）場合
は、設定を変更しますので、役場へ持参してくだ
さい。

※戸別受信機は無償で貸与します。金銭の要求や
振込をお願いすることはありません。

▲戸別受信機
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平
成
30
年
度
の
坂
城
町
当
初
予
算
が
、
３

月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
62
億
５
，
０

０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
▲
５
・
６
％
、

３
億
７
，
０
０
０
万
円
の
減
額
、
ま
た
、
有

線
放
送
電
話
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
０
・
９
％
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
主
な
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
引

き
続
き
、
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
の
整

備
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
新
た
に
防
災
行
政
無

線
（
移
動
系
）
や
テ
ク
ノ
さ
か
き
工
業
団
地
の

拡
張
整
備
に
向
け
た
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
移
住
定
住
の
促
進
に
向
け

た
各
種
施
策
の
更
な
る
展
開
や
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
道
路
網
や
下
水
道
と
い
っ
た
生

活
基
盤
の
整
備
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
健
康

づ
く
り
の
推
進
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
地
域
医
療
、
介
護
保
険
な
ど
、
身
近
な
課

題
へ
の
対
応
に
取
り
組
み
、「
子
育
て
・
福
祉
・

も
の
づ
く
り
の
分
野
に
重
点
を
置
き
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
」
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

区 分

一 般 会 計

特 別 会 計

有 線

住 宅 資 金

国 保

下 水 道

介 護 保 険

後期高齢者

内

訳

30年度 29年度 比較
A－B＝C

増減率％
C／ B予算額 B構成比％ 構成比％

6,620,000

4,651,789

212,100

1,462

1,900,947

927,346

1,420,324

189,610

11,271,789

58.7

41.3

1.9

0.0

16.9

8.2

12.6

1.7

100.0

6,250,000

4,609,874

121,044

0

1,566,679

1,254,516

1,459,623

208,012

10,859,874

57.6

42.4

1.1

0.0

14.4

11.6

13.4

1.9

100.0

△ 370,000

△ 41,915

△ 91,056

△ 1,462

△ 334,268

327,170

39,299

18,402

△ 411,915

△ 5.6

△ 0.9

△ 42.9

△100.0

△ 17.6

35.3

2.8

9.7

△ 3.7合 計

（単位：千円）

予算額 A

予 算 額 集 計 表

平
成
30
年
度
予
算

前年度対比 5.6％減
（３億７，０００万円減）

（ 一 般 会 計 ）予 算 額
６２億５,０００万円

前年度対比 5.6％減
（３億７，０００万円減）

平平
成成
3030
年
度
予
算

年
度
予
算

年
度
予
算

年
度
予
算

年
度
予
算

〝
子
育
て
・
福
祉
・
も
の
づ
く
り
の
分
野
に
重
点
を
置
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〞
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52,243

3,000

22,889

150

222,532

30年度の主な事業（単位：千円）
総 務費　958,473（歳出に占める割合：15.3％）
公共施設等管理計画に係る個別施設基礎調査など

信州さかき　働く・暮らす体験事業

地域づくり活動支援事業

スマートタウン構想事業（太陽光発電システム等設置補助含む）

防災行政無線（同報系）整備事業

ふるさと納税事業

民 生費　1,774,585（28.3%）
結婚新生活支援補助金

国民健康保険特別会計繰出金事業

介護保険特別会計繰出金事業

後期高齢者医療保険事業

介護・訓練等給付事業費（障がい者福祉）

高齢者等水道メーター見守りシステム（実証実験）

児童手当事業

子ども医療給付事業

衛 生費　424,823（6.8%）
乳幼児健診・予防接種事業

不妊・不育症治療費助成事業　

健康増進事業（がん検診等、食育・健康づくり）

妊婦歯周疾患検診

塵芥処理経費（ごみ収集、葛尾組合負担金ほか）

農 林水産業費　191,226（3.1%）
農業振興費（荒廃農地再生利用補助、地域営農ほか）

さかきワイン文化推進事業

松くい虫防除対策事業

労 働費　28,909（0.5%）
移住定住・就職支援事業

商 工費　488,137（7.8%）
商工振興費・中小企業対策費

コトづくり支援（テックショップ）事業

工業団地整備事業（不動産鑑定委託）

テクノセンター支援事業

鉄の展示館事業

土 木費　826,223（13.2%）
町道A01号線道路改良事業

橋梁修繕事業

住宅リフォーム補助事業

花と緑のまちづくり・公園管理事業

町循環バス（どこでものれーる事業）

下水道事業特別会計繰出金

消 防費　248,283（4.0%）
常設消防費（千曲坂城消防組合負担金等）

非常備消防・消防施設費（消防団、婦人消防隊活動ほか）

防災行政無線（移動系）

教 育費　518,540（8.3%）
小学校費・中学校費（小中学校英語指導講師配置ほか）

ICT 機器試験導入（タブレット）

南条小プール濾過器更新

公民館事業（分館施設整備ほか）

図書館費（図書購入費・ネットワークシステム事業ほか）

生涯学習推進事業・保健体育事業

2,385

1,052

3,100

5,210

169,648

25,700

2,031

35,552

1,100

35,755

900

82,500

200,000

248,958

272,400

2,259

210,464

31,000

118,218

4,500

19,000

14,252

23,796

14,099

106,229

140,000

1,500

26,930

26,518

300,000

193,637

40,545

7,000

平成30年度に事業費を繰り越して、町道（A01号線・A06号線）道路改良
事業、橋梁修繕事業などを行います。

この当初予算の詳
し い 資 料 は、町
ホームページから
ダウンロードでき
ま す の で、ご 覧 く
ださい。

http://www.town.
sakaki.nagano.jp/

（単位：千円） 

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費
合 計

30年度

91,675
1,332,436
1,871,351

444,469
29,748

210,940
494,184
716,259
226,015
498,961
693,962

10,000
6,620,000

1.4
20.1
28.3

6.7
0.4
3.2
7.5

10.8
3.4
7.5

10.5
0.2

100.0

△ 367
△ 373,963

△ 96,766
△ 19,646

△ 839
△ 19,714

△ 6,047
109,964

22,268
19,579

△ 4,469
0

△ 370,000

△ 0.4
△ 28.1

△ 5.2
△ 4.4
△ 2.8
△ 9.3
△ 1.2

15.4
9.9
3.9

△ 0.6
0.0

△ 5.6

予算額 A

目的別歳出予算内訳表（一般会計）

構成比％
比較
A－B＝C

増減率％
C／ B区 分

29年度

91,308
958,473

1,774,585
424,823

28,909
191,226
488,137
826,223
248,283
518,540
689,493

10,000
6,250,000

1.5
15.3
28.3

6.8
0.5
3.1
7.8

13.2
4.0
8.3

11.0
0.2

100.0

予算額 B 構成比％

384,995

1,800

1,000

28,000

9,996

平成29年度から平成30年度へ
繰り越して行う事業
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町
税
は
、
個
人
町
民
税
が
個
人
所
得
の
推
移

等
を
考
慮
し
て
同
額
、
法
人
町
民
税
は
企
業
動

向
な
ど
か
ら
２
・
３
％
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
新
増
築
分
や
町
内
企

業
の
設
備
投
資
に
よ
る
償
却
資
産
の
増
加
に
よ

り
１
・
３
％
の
増
を
見
込
ん
で
お
り
、
町
税
全

体
で
は
前
年
度
対
比
１
・
２
％
の
増
額
と
な
る

25
億
５
，
７
４
２
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
同
額
を
見

込
む
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
は
、
町
道
Ａ
01
号
線

道
路
改
良
や
橋
梁
修
繕
事
業
に
対
す
る
補
助
金

な
ど
に
よ
り
６
・
２
％
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
基
金
等
の
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ

り
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
整
備
事
業
が
減

額
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
10
・
８
％
の
減
、
町

債
は
47
・
１
％
の
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
税
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
は
、
全
体

の
62
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
入
一
般
会
計

2,527,939

86,442

82,224

10,710

60,001

686,971

10,000

489,957

3,954,244

55,000

2,000

6,000

5,000

270,000

8,000

5,000

770,000

1,600

496,990

318,966

727,200

2,665,756

6,620,000

2,557,417

82,283

69,357

14,319

50,001

612,545

10,000

486,397

3,882,319

56,000

3,000

7,000

7,000

275,000

10,000

6,000

770,000

2,000

528,019

319,062

384,600

2,367,681

6,250,000

41.0

1.3

1.1

0.2

0.8

9.8

0.2

7.8

62.2

0.9

0.0

0.1

0.1

4.4

0.2

0.1

12.3

0.0

8.4

5.1

6.2

37.8

100.0

29,478

△ 4,159

△ 12,867

3,609

△ 10,000

△ 74,426

0

△ 3,560

△ 71,925

1,000

1,000

1,000

2,000

5,000

2,000

1,000

0

400

31,029

96

△ 342,600

△ 298,075

△ 370,000

1.2

△ 4.8

△ 15.6

33.7

△ 16.7

△ 10.8

0.0

△ 0.7

△ 1.8

1.8

50.0

16.7

40.0

1.9

25.0

20.0

0.0

25.0

6.2

0.0

△ 47.1

△ 11.2

△ 5.6

自

主

財

源

依

存

財

源

合 計

区 分
30年度

予算額A 予算額B 構成比％
29年度

38.2

1.3

1.2

0.2

0.9

10.4

0.2

7.4

59.8

0.8

0.0

0.1

0.1

4.1

0.1

0.1

11.6

0.0

7.5

4.8

11.0

40.2

100.0

町 税
分担金・負担金
使用料・手数料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
小 計
地 方 譲 与 税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
町 債
小   計

（単位：千円）【歳入】自主財源と依存財源内訳表（一般会計）

分担金・負担金
8,228万円
（1.3％）

地方消費税交付金
2億7,500万円
（4.4％）

地方譲与税
5,600万円
（0.9％）

自動車取得税交付金ほか
3,500万円
（0.5％）

地方交付税
7億7,000万円
（12.3％）

町債
3億8,460万円
（6.2％）

国庫支出金
5億2,802万円
（8.4％）

町税
25億5,742万円
（41.0％）

繰入金
6億1,255万円
（9.8％）

使用料・手数料ほか
1億4,368万円
（2.3％）

※１自主財源
　　町 税 や 負 担 金

など、自前で賄
えるお金。

※２依存財源
　　国や県など、収

入 を 他 に 依 存
するお金。

県支出金
3億1,906万円
（5.1％）

地方交付税
7億7,000万円
（12.3％）

町債
3億8,460万円
（6.2％）

国庫支出金
5億2,802万円
（8.4％）

比較

A－B＝C

増減率％

C／B構成比％

諸収入
4億8,640万円
（7.8％）

諸収入
4億8,640万円
（7.8％）

※グラフは１万円未満を
四捨五入しています。

県支出金
3億1,906万円
（5.1％）

自主財源
（※１）
62.2％

依存財源
（※２）
37.8％

依存財源
（※２）
37.8％
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投
資
的
経
費
は
、
昨
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
整
備
事
業
や
町
道
Ａ
01

号
線
整
備
事
業
、
橋
梁
修
繕
事
業
な
ど
を
引
き
続
き
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費
は
上
昇
し
ま
し

た
が
、
扶
助
費
、
公
債
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
の
う
ち
、
重
点
事
業
で
あ
る
「
坂
城
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
構
想
事
業
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
工
業
団

地
化
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
、「
さ
か
き
ワ
イ
ン
文
化
推

進
事
業
」
で
は
町
内
に
お
け
る
ワ
イ

ン
文
化
の
醸
成
、
栽
培
・
醸
造
・
販

売
の
連
携
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
で
は
、
町
内
企
業

へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
新
規
就
農

体
験
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
生
活

体
験
の
場
を
提
供
す
る
た
め
「
信
州

さ
か
き
　
働
く
・
暮
ら
す
体
験
事
業
」

や
結
婚
に
伴
う
新
生
活
を
経
済
的
に

支
援
す
る
「
結
婚
新
生
活
支
援
補

助
金
」
を
新
設
し
、
移
住
・
定
住
の

拡
大
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
ま

す
。

　
子
育
て
・
教
育
施
策
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
す
る

た
め
、
モ
デ
ル
校
と
し
て
坂
城
小
学

校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
ほ
か
、

中
学
生
の
海
外
教
育
交
流
実
施
に
向

け
た
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
教
育

環
境
の
整
備
及
び
次
代
を
担
う
人
材

の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
福
祉
・
健
康
づ
く
り
施
策
で
は
、

水
道
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
新
た
な

見
守
り
の
仕
組
み
「
高
齢
者
元
気
応

援
シ
ス
テ
ムKIZU

KI

」
の
実
証
試

験
を
継
続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
無

料
で
受
診
で
き
る
妊
婦
歯
周
疾
患
検
診
を
新
た
に
実
施

し
、
口
腔
に
関
す
る
健
康
保
持
と
歯
周
疾
患
を
予
防
し
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
整
備
な
ど
、
多
様
化
す
る

福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
一
層
の
ご
み
減
量
化
、

資
源
化
を
図
る
た
め
、
役
場
南
駐
車
場
に
常
設
の
資
源

物
収
集
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

2 5 年 度 決 算 状 況

歳
出
一
般
会
計

町長、議会議員
などの特別職及
び町職員などの
報酬、給与など

普通建設事業費
5億8,887万円
（9.4％）

投資的経費
9.4％

義務的経費
41.0％

その他経費
49.6％

補助費等
9億9,194万円
（15.9％）

物件費
10億3,483万円
（16.6％）

繰出金
6億2,726万円
（10.0％）

普通建設事業費
災害復旧事業費
小 計
人 件 費
扶 助 費
公 債 費
小 計
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
積 立 金
投資・出資金
貸 付 金
繰 出 金
予 備 費
小 計

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

そ

の

他

経

費

合 計

区 分
30年度

予算額A 構成比％
939,272

0
939,272

1,182,288
687,066
693,862

2,563,216
1,003,938

16,097
1,034,905

70,497
0

357,700
624,375

10,000
3,117,512
6,620,000

14.2
0.0

14.2
17.8
10.4
10.5
38.7
15.2

0.2
15.6

1.1
0.0
5.4
9.4
0.2

47.1
100.0

△ 350,406
0

△ 350,406
17,870

△ 7,851
△ 4,469

5,550
30,893

△ 4,428
△ 42,969
△ 10,178

0
△ 1,350

2,888
0

△ 25,144
△ 370,000

比較
A－B＝C

△ 37.3
0.0

△ 37.3
1.5

△ 1.1
△ 0.6

0.2
3.1

△ 27.5
△ 4.2

△ 14.4
0.0

△ 0.4
0.5
0.0

△ 0.8
△ 5.6

増減率％
C／B

29年度
予算額B 構成比％

588,866
0

588,866
1,200,158

679,215
689,393

2,568,766
1,034,831

11,669
991,936

60,319
0

356,350
627,263

10,000
3,092,368
6,250,000

9.4
0.0
9.4

19.1
10.9
11.0
41.0
16.6

0.2
15.9

1.0
0.0
5.7

10.0
0.2

49.6
100.0

【歳出】性質別内訳表（一般会計） （単位：千円）

普通建設事業費
5億8,887万円
（9.4％）

道路、橋梁、公共施設
の整備に要する経費

人件費
12億16万円
（19.1％）

公債費
6億8,939万円
（11.0％）

扶助費
6億7,922万円
（10.9％）

借金の元金や利子の
返済に充てられるお金

社会保障として医療費や障がい者
支援などに充てられるお金

消耗品、備品、使
用料、委託料など
の消費的な経費

特別会計の運営等
に一般会計から支
出する経費

各種補助事業、
団体補助、負担
金などの経費

積立金ほか
8,198万円
（1.4％）

主には中小企業振興のための
中小企業振興資金預託金

補助費等
9億9,194万円
（15.9％）

物件費
10億3,483万円
（16.6％）

繰出金
6億2,726万円
（10.0％）

貸付金
3億5,635万円
（5.7％）
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　県
も
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し

て
、
市
町
村
と
と
も
に
国
民
健
康
保

険
の
運
営
に
加
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
市
町
村
ご
と
だ
っ
た
お
財

布
を
県
の
お
財
布
に
ま
と
め
て
収
入

や
支
出
の
管
理
を
し
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
に
か
か

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
仕
組
み
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
保

険
税
を
あ
ら
か
じ
め
出
し
合
っ
て
お

き
、
い
ざ
医
療
に
か
か
る
と
き
に
は
、

医
療
費
の
一
部
を
支
払
え
ば
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
仕
組
み
で
す
。

①
保
険
税
の
急
な
増
加
の
お
そ
れ
を

軽
減
で
き
ま
す
。

　
小
さ
な
市
町
村
単
位
で
国
民
健
康

保
険
を
運
営
し
て
い
る
と
、
高
額
な

医
療
費
が
突
然
発
生
し
た
時
に
、
少

な
い
加
入
者
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
保
険

税
が
急
激
に
増
え
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
制
度
変
更
で
県
単
位
で
国

民
健
康
保
険
を
運
営
す
る
こ
と
に
よ

り
、
保
険
税
負
担
の
急
な
増
加
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
県
内
加
入
者
間
の
負
担
の
公
平
化

を
目
指
し
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
保
険
税
は
住
ん
で
い

る
市
町
村
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ

て
い
ま
し
た
。
県
が
財
政
運
営
す
る

こ
と
で
、
今
後
「
同
じ
所
得
の
方
は

同
じ
水
準
の
保
険
税
負
担
」
に
近
づ

け
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
以
降
も
引
き
続
き
、

坂
城
町
役
場
の
各
窓
口
で
手
続
き
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
加
入
脱
退
の
手
続
き
や
高
額
療
養

費
の
申
請
は
、
福
祉
健
康
課
保
険
係

の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
は
、　
県

内
の
他
市
町
村
に
引
っ
越
し
を
し
て

も
回
数
カ
ウ
ン
ト
が
引
き
継
が
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
、
負
担
軽
減
の
対

象
が
広
が
り
ま
す
。

　
保
険
証
に
つ
い
て
も
町
か
ら
発
行

さ
れ
ま
す
が
、
新
た
に
『
長
野
県
』

が
表
記
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
平
成
30

年
10
月
の
保
険
証
更
新
ま
で
は
、
現

在
お
使
い
の
保
険
証
を
そ
の
ま
ま
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
保
険
税
は
総
務
課
収
納
推
進
係
に

納
め
ま
す
。

・
特
定
健
診
の
申
込
み
や
保
健
指
導

は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

医療費の交付 納付金の納付

医療費の
支払い

医療サービス

保険税
納付

財
政
支
援

医療費の
支払い

保険税
納付

財
政
支
援

医療費の
一部負担

医療サービス

医療費の
一部負担

◎
問
い
合
わ
せ
先

　福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
５

888



実 施 期 間

◎問い合わせ　保健センター　☎82－3111（内線511・512）　直通75－6230

　特定健康診査（特定健診）とは、メタボリックシンド
ロームに着目し、高血圧・高血糖・脂質異常等を早期
から予防するための健診です。40 ～ 74 歳の方が対象
（右記参照）となります。
　町では保険者として、国民健康保険に加入されてい
る方を対象に下記の集団・個別健診を実施しています。
今年度の健診の予定をお早めにご計画ください。

５月22日（火）

５月23日（水）

５月24日（木）

５月25日（金）

６月13日（水）

６月14日（木）

６月15日（金）
【夜間健診】

12月９日（日）
【休日健診】

日 程場 所 受 付 時 間

午後２時～４時
午後５時30分～７時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時30分～３時30分

午前８時30分～11時30分

健 診 料 金

文化センター

保健センター

  ＜特定健診＞
40～74歳の国民健康保険加入者

無料
（心電図含む）

  ＜一般健診＞
19～39歳の方

2,800円
75歳以上の方

（後期高齢者医療保険加入者）

無料

町内・千曲市
医療機関

実 施 場 所

　６月１日（金）～
　　　12 月末（予定）

町では、今年度より特定健診の自己負担額を無料とします。

　特定健診の新規申込み・変更などは随時可能です。詳しく
は、ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせ
ください。

午前８時30分～11時30分
午後１時30分～３時12月10日（月）

40～74歳の国民健康保険加入者

無料
（心電図別）

健 診 料 金

◯昭和19年４月１日～昭和54年３月31日生まれ

※昭和18年生まれの方は、健診時に74歳の場合
に対象となります
※国民健康保険以外の方は、各加入保険者へご
確認ください
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　平成30年度固定資産税は、平成30年１月１日時点の土地・家屋・償却
資産の所有者の方に納めていただきます（年の途中で所有権の移転が
あっても月割、日割にはなりません）。納税通知書は、４月中旬に発送
する予定です。課税明細書をご確認いただき、ご不明な点がありました
ら、総務課税務係へお問い合わせください。
◎問い合わせ先　総務課税務係　☎82－3111（内線143・144）
　　　　　　　　　　　　　　　直通75－6206

第１期　５月１日（火）
第２期　７月31日（火）
第３期　10月１日（月）
第４期　11月30日（金）

地価の変動などに基づき、評価額を見直しました。原則として平成30年度の評価額を３年間
据え置きますが、地価の下落により、据え置くことが適当でない場合は、平成31・32年度
に評価額を修正します。

過去３年間の建築物価の変動、建築年からの経過年数による老朽化などを考慮し、評価額の
再計算を行いました。

土地

申告していただいた償却資産の取得価額から、耐用年数に応じて減価を行い、評価
額としました。

家屋

償却資産

　４月２日（月）から、平成30年度の固定資産税課税台帳の
閲覧ができます。この台帳は、所有者ごとその所有する土
地・家屋・償却資産が記載されており、閲覧できるのは所
有者ご本人、借地･借家人の方などです。閲覧をご希望の方
は、総務課税務係窓口で申請してください。
申請に必要なもの
○本人確認書類、印鑑
○借地・借家人の方が申請する場合は、対象となる土地ま
たは家屋が明記された賃貸借契約書
○代理の方が申請する場合は、委任状
閲覧手数料　１件300円
無料閲覧期間　４月２日（月）～５月１日（火）
※上記期間は、手数料がかからず閲覧ができます。ただし、
写しが必要な場合は、コピー代（１枚10円）がかかります。

　坂城町の固定資産税納税者の方は、町内全
ての土地・家屋の固定資産税評価額を縦覧す
ることができます。縦覧をご希望の方は、総
務課税務係窓口で申請してください。
申請に必要なもの
○納税通知書、本人確認書類、印鑑
○代理の方が申請する場合は、委任状
手数料　無料
　※写しの交付はできません
縦覧期間
　４月２日（月）
　　～５月１日（火）

　
平
成
30
年
３
月
５
日（
月
）か
ら
、
国

民
年
金
に
関
係
す
る
各
種
届
出
・
申
請

を
さ
れ
る
際
は
、
原
則
、
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
記
載
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

①
被
保
険
者
の
方
の
「
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
通
知
カ
ー
ド
」
ま
た

は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

②
被
保
険
者
の
方
の
顔
写
真
付
き
身
分

証
明
書
　
１
点

（
例
：
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

　
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
が
な
い
場

合
　
２
点

（
例
：
保
険
証
、
年
金
手
帳
等
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
１
枚
で

番
号
及
び
本
人
確
認
が
で
き
ま
す
。

　
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
等
（
代
理

権
の
確
認
）
に
合
わ
せ
て
代
理
人
の
本

人
確
認
が
必
要
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
住
民
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４

届
出
・
申
請
す
る
場
合
に
必
要
な
も
の
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【各施設の面積と利用料金】

　
平
成
28
年
度
の
補
正
予
算（
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付
金
）に
よ
る
、

坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
及
び

模
様
替
え
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
が
寄
り
や
す
い
施
設
に

向
け
て
、
ロ
ビ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張

し
ま
し
た
。
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
ー

Ｆ
ｉ
、

コ
イ
ン
式
複
写
機
な
ど
も
整
備
し
ま

し
た
の
で
、
打
合
せ
や
仕
事
な
ど
幅

広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ロ
ビ
ー
ス

ペ
ー
ス
の
ご
利
用
時
間
は
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
利
用
は

無
料
で
す
。

　
ま
た
、１
階
の
１
部
屋
を
改
装
し
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
て
整
備

し
ま
し
た
。
南
北
の
２
面
に
壁
全
面

の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
天
井
吊
下
げ

式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
完
備
し
て
お

り
、
研
修
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
１
階
の
大

研
修
室
や
２
階
の
研
修
室
と
同
様

に
、
事
前
の
申
込
み
に
よ
り
貸
し
館

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
各
施
設

の
面
積
や
ご
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
下
表
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　（
公
財
）さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

０
０
０
１

区　分

施設名（収容人数） 面  積

大研修室（200名）

研修室１（20名）

研修室２（20名）

研修室３（20名）

コワーキングルーム（20名）

和室（８畳）

350㎡

63㎡

70㎡

62㎡

73㎡

18㎡

※旧パソコン研修室

※旧研究開発室

45,000円

8,000円

8,000円

8,000円

9,000円

3,000円

3,000円

15,000円

2,700円

2,700円

2,700円

3,000円

1,000円

1,000円

15,000円

2,700円

2,700円

2,700円

3,000円

1,000円

1,000円

午前８時30分
～午後０時30分

午後１時
～５時

30,000円

5,400円

5,400円

5,400円

6,000円

2,000円

2,000円

15,000円

2,700円

2,700円

2,700円

3,000円

1,000円

1,000円

午前８時30分
～午後９時

午前８時30分
～午後５時

午後５時
～９時

グランドピアノ（YAMAHA  C5LA）

全 日 午 前 午 後 昼 間 夜 間

※金額は税抜

※全ての研修室でプロジェクター、レーザーポインターをご利用いただけます（上記料金に含む）

▶【写真上】正面入口
　【写真下】コワーキングルーム

▶ロビースペース

▲コイン式複写機

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
概
要

・
大
研
修
室
↓
約
１
７
０
イ
ン
チ

・
研
修
室
１
↓
約
１
０
０
イ
ン
チ

・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
↓
約
１
４
０

イ
ン
チ

・
い
ず
れ
も
天
井
吊
下
げ
式
で
照
度

は
５
０
０
０
ル
ー
メ
ン

・
接
続
は
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
、
Ｄ
ー

ｓ
ｕ
ｂ
15

の
２
種
で
ケ
ー
ブ
ル
附
属

・
研
修
室
３
の
み
移
動
式
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

《
コ
イ
ン
式
複
写
機
》

・
モ
ノ
ク
ロ
　
10
円

・
カ
ラ
ー（
Ｂ
５
・
Ａ
４
・
Ｂ
４
）
30
円

・
カ
ラ
ー（
Ａ
３
）
　
50
円

《
印
刷
機
》

・
製
版
　
50
円

・
持
込（
自
分
で
印
刷
）
１
円

・
持
込
無
し（
自
分
で
印
刷
）
２
円

・
持
込
無
し（
印
刷
を
依
頼
）
３
円

《
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
》

・
Ａ
４
　
30
円
　
・
Ａ
３
　
50
円

《
看
板（
ポ
ス
タ
ー
）》

・
長
尺
印
刷
　
３
０
０
０
円

・
Ａ
１
拡
大
印
刷
　
３
０
０
０
円

※

金
額
は
税
込
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◎問い合わせ先　建設課管理係　☎82－3111（内線 174）　直通 75－6208

平成30年 　　月 　　日（水）５ ９受付
開始

募集
件数 先着　　　件（予算150万円分）30

申請できる方
①坂城町に住民登録している方
②対象となる住宅の所有者の方
③町税などの滞納がない方

対象となる住宅

施 工者 の 要 件

対 象 工 事 費

募 集 要 件

そ の 他

20万円×20％＝４万円
補助金額　４万円

例２

例１ 対象工事費20万円
（工事費が対象額の下限）

補 助 額

対象工事費60万円
（補助金が最高限度額を超える）

60万円×20％＝12万円
補助金額　５万円

町内に本社のある住宅関連業者
（個人事業者を含む）

町内にある個人住宅で、
①自己または家族の居住に供する住宅
②店舗併用住宅などの住宅部分

20万円以上

対象工事費の20%以内（最高限度額５万円）

・住宅用火災警報器が設置されている住宅、またはリフォーム工事に併せて設置する
住宅を補助対象とします。ただし、火災警報器の器具代は補助対象外です。
・下水道供用開始区域で、下水道接続されていない場合は、リフォーム工事により接
続してください。
・過去に同様の補助金等の交付を受けていない住宅が対象です。
・他の補助制度の対象となっていない住宅に限ります。

補 助 金 計 算 例

個人住宅の修繕・補修・模
様替え・同一棟の増築・一
部改築・設備改善工事など。
（右記工事例を参考にし、詳
しくはお問い合わせくださ
い。）

工 事 の 着 工
及 び 完 了

対 象 工 事

【着工】
　補助金の交付決定後

【完了】
平成 31 年３月 31日までに
完成のうえ、実績報告書
を提出

工 事 の 内 容

・同一棟の増築工事　　・一部改築工事
・屋根、外壁の改修工事
・窓ガラス、サッシ、網戸、雨戸の修繕、設置工事
・サンルーム、バルコニーの増築
・床、壁、天井材の張替え工事
・システムキッチン、床暖房工事
・浴室、ユニットバス、トイレ設置工事

・門、塀、柵などの外構工事
・工事に係る設計費等
・家電、家具などの物品の購入費
・同一棟でない物置、車庫などの設置工事
・カーポート、物置、ウッドデッキ設置工事

対象となる工事例

対象とならない工事例

　町民の皆さんの住環境の向上を目的として、町内業者に依頼して行う住宅リフォーム工事費用の
一部を助成します。

※その他要件がありますので、詳しくは町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
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　結婚に伴う経済的負担を軽減するため、新婚世帯に対し、新生活にかかる費用を支援します。

◎申請・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 132、136）　直通 75－6205 

対象世帯 ・平成30年４月１日以降（年度内）に婚姻した世帯
・夫婦ともに婚姻日における年齢が34歳以下、かつ世帯の所得額が340万円未満の世帯
・対象となる住居が町内にあり、かつ申請時に夫婦の住所がその住居になっていること

補助対象 婚姻に伴い、平成30年４月１日以降（年度内）に支払った
住宅取得費用または住宅賃借費用、引越し費用など

限 度 額 30万円

※その他、申請方法や提出書類については下記までお問い合わせください。

◎申請・問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線153） 直通75－6207

　町内で新商品開発や企業化、需要の開拓など、新たな事業の創出を促進し、地域経済の活性化を図るた
め、予算の範囲内で、クラウドファンディングを活用して事業を行う創業者及び中小企業者を支援します。

対 象 経 費 クラウドファンディングに係る匿名組合契約（※）の締結に要する費用のうち、金融商品取引
業者に対して支払う組成手数料に相当する経費

対 象 者 クラウドファンディングを活用して事業を実施する者（事業所）で、町内に住所（事業所）を有
し、坂城町商工会の推薦を受けた者

補 助 率 対象経費の10分の10以内（上限100万円）

※出資者（匿名組合員）が、特定の営業者の営業のために出資し、生じた利益の分配を受ける契約形態。

申 請 期 間

◎申請・問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線 153）　直通 75－6207

補 助
対象者

補 助 対 象 事 業

補 助 率
補 助 期 間
提 出 書 類

・町内に主たる事務局を有し、町内事業者が半数以上を占めるグループまたは団体
・町内事業者を代表企業とし、中小企業者、大企業、大学、研究機関などの複数の企業

が集まって構成するグループ

町内事業者 町内に主たる事業所を有する事業者

企 業
グループ

・町内ニーズに対応した新製品開発などに取り組む事業
・町内資源を活用した新製品開発などに取り組む事業

補助対象経費の２分の１以内（上限100万円）
平成30年度内
町ホームページからダウンロードしていただくか、商工農林課へご請求ください。

　町では、これまでの「ものづくり」に、「創られたモノによって人や地域にどのような豊かさや価
値が与えられるか」という視点を加えた新たな「コトづくり」への転換を推進し、町内に集積する
様々な技術や知識を活かした新たな価値創造による新製品開発などを支援します。

町内の事業者またはその企業グループによる新たな「コトづくり」への取組みを応援します！
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　町では、商業の活力と賑わいを創出し、町内の経済の活性化を図るため、商業店舗のためのリフォー
ム工事の費用の一部を補助します。

◎申請・問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線 153）　直通 75－6207 

・町内で新たに商業店舗を出店する法人もしくは個人事業主
・既に町内で商業を営む法人もしくは個人事業主

対 象 者

対象経費 ・空家、空店舗、空倉庫などを商業店舗に供するためのリフォーム
工事に要する経費、並びに付帯施設の設置に要する経費

・既に町内で創業している商業店舗のリフォーム工事に要する経
費、並びに付帯施設の設置に要する経費

補 助 率 補助対象経費の３分の２以内（上限50万円）

事業完了 平成31年３月31日まで

施工業者 町内に本社を有する法人または町内に住所を有する個人事業主

※その他要件、提出書類については、町ホームページをご覧いただくか、商工観光係へお問い合わせください。

　町では、地場産業の振興と地域の活性化を図
るため、「さかきブランド商品」（以下、「ブラン
ド商品」）として、町を広く内外にＰＲできる地
域資源を活用した商品の開発またはその販売に
取り組む団体などを支援します。

◎申請・問い合わせ先
　商工農林課農業振興係　☎82－3111（内線 152）
　　　　　　　　　　　　直通 75－6207

　坂城町への移住・定住を促進し、定住人口
の増加と地域の活性化を図るため、自らが移
住・定住する目的で、町内でマイホームを新築、
または新築住宅を購入される方を応援します。

◎申請・問い合わせ先
　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）
　　　　　　　　　　　　直通 75－6211

補助金額 対象住宅１件につき、10万円
（申請は１回まで）

対象住宅 ・新築住宅
・築後１年以内の建売住宅
  （中古住宅を除く）
※新築は工事着工前、建売住宅は引渡

し前の物件に限ります。

※必ず、新築住宅は着工前、建売住宅は建物の
引渡し（登記）前に申請が必要です。

※申請に必要な書類等については、下記までお
問い合わせください。

対 象 者 ・町内に住所を有する方、または取得
した新築住宅に住所登録できる方

・取得する新築住宅の名義人となる方
※いずれの場合も、町税または前住所

地の市町村税の滞納がない方

ブランド商品の開発またはその販売
に取り組む団体または事業者

対 象 者

対象事業 (1)ブランド商品を開発し、商品化す
るための生産設備を整備拡充する
ための事業

(2)ブランド商品の開発、商品化、ま
たは既存商品を改良し、新しく商
品化するための事業

(3)ブランド商品の販売を促進するた
めの事業

補助期間 平成31年３月31日まで

募集期間 ４月２日（月）～４月27日（金）

補助対象経費の２分の１以内
　　(1)(2)は上限20万円
　　(3)は上限５万円

補 助 率

※詳しくは下記までお問い合わせください。
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ながの子育て家庭優待パスポートながの子育て家庭優待パスポート

　現在ご利用いただいている「多子世帯応援プレミアムパスポート」の有効期限が平成30年３月31日までとなってい
ることから、新しいパスポートカードへの切り替えを実施します。
　対象のご家庭には、３月末までに新パスポートカードをお送りします。

※新パスポートがお手元に届きましたら、現在のパスポートは各世帯にて破棄をお願いします。
   （４月上旬になってもお手元に届かない場合は、お手数ですが、下記問い合わせ先までご連絡をお願いします。）

新パスポートへの切り替え

　長野県将来世代応援県民会議（会長：長野県知事）と県内市町村では、多子世帯（年度末年齢18歳以下の子どもが
３人以上いる世帯）の経済的な負担の軽減や地域の消費喚起を目的に、現在ご利用いただいている「ながの子育て家
庭優待パスポートサービス」のほか、多子世帯向けの追加サービスを受けられる「多子世帯応援プレミアムパスポート
事業」を実施しています。また、「ながの子育て家庭優待パスポート事業」協賛店舗も随時募集しています。

対象世帯：年度末年齢18歳（平成12年４月２日生まれ）以下の子どもが３人以上いる世帯

　この事業は、坂城町での就職や就農などをきっかけに移住を考えている方々が、体験施設に宿泊しなが
ら坂城町の暮らしを体験できるものです。町内企業のインターンシップや就農体験に参加してみたい方、
町での暮らしを体験してみたい方を応援します。

☆施設内にあるもの
　テレビ、冷蔵庫、電子レンジ、炊飯器、洗濯機、掃除機、テーブル、調理器具、寝具 など
★参加者ご自身でご用意いただくもの
　食材、食器類、タオル、歯ブラシ、シャンプー、ボディソープ など
　※その他、施設内にないものはご自身でご用意いただきます

参加費用

対 象 者 坂城町以外にお住まいの方で以下のいずれかに該当する方
　・町内企業のインターンシップに参加する方
　・町内での新規就農体験に参加する方
　・町が行う町内見学体験ツアーに参加する方
　 （参加は１世帯につき原則１回まで）
※観光目的でのご参加はお断りしています。

施設概要 ３ＤＫ　風呂・トイレ有り（１戸）　所在地：坂城町大字坂城5460-1

無料（食材など生活品費は参加者負担） 参加期間 原則１週間以内

◎問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線224）　直通75－6211

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線132、136）　直通75－6205
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町
で
は
、
大
切
な
松
林
の
緑
と
環

境
を
守
る
た
め
、
防
災
面
か
ら
の
防

除
対
策
を
強
化
し
、
住
民
の
健
康
へ

の
配
慮
を
基
本
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
対
策
を
複
合
的
、
か
つ
総
合
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　◆
伐
倒
駆
除
及
び
く
ん
蒸
処
理

　◆
特
別
防
除（
空
中
散
布
）

　◆
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
散
布

　◆
空
中
散
布
に
係
る
気
中
濃

度
・
河
川
水
質
な
ど
の
農

薬
安
全
確
認
調
査

　◆
樹
幹
注
入

　◆
枯
損
木
処
理
及
び
被
害
木
の

除
去

　◆
県
関
係
機
関
と
連
携
し
た
治

山
事
業
の
推
進

　◆
樹
種
転
換
及
び
ア
カ
マ
ツ
植

樹
の
取
組
み

　
特
に
、
風
致
地
区
で
あ
り
、
か
つ

急
峻
で
伐
倒
駆
除
な
ど
の
人
の
手
で

駆
除
あ
る
い
は
予
防
が
困
難
な
場
所

（
自
在
山
及
び
葛
尾
山
風
致
地
区
）

に
お
い
て
は
、
今
年
度
も
空
中
散
布

の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
葛
尾
山
風
致
地
区
（
苅
屋

原
）で
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
散
布
も
行
う
予
定
で
す
。

　
松
く
い
虫
防
除
対
策
に
係
る
実
施

方
法
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
13
日（
金
）

　
　
　
午
後
７
時

会
場
　
役
場  

講
堂（
３
階
）

　
健
康
へ
の
影
響
や
症
状
の
あ
る
方

は
、「
空
中
散
布
に
関
す
る
申
出
書
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
出
書

は
商
工
農
林
課
窓
口
へ
お
申
し
付
け

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
　
商
工
農
林
課
農
林
整
備
係

提
出
期
限
　
５
月
31
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
農
林
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２―

３
１
３
８

　
Ｅ
メ
ー
ルnorin@

tow
n.sakaki.

　
　
　
　
　nagano.jp

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

健
康
へ
の
影
響
や
症
状
の
あ
る

方
は
申
出
書
の
提
出
を

　坂城駅前にある創業支援施設「Ｂ.Ｉプラザさかき」では、ものづくりの拠点として、産業の高度
化・情報化及び新産業の創出を支援しています。新規創業や新分野へ進出しようとしている方、企
業の皆さんへ施設の提供を行っており、入居者の募集をしています。
　創業支援施設「Ｂ.Ｉプラザさかき」のご利用を希望される方は、下記までお問い合わせください。
貸 部 屋　床面積 36.0㎡～　共益費 30,000円／月～
　　　　　※各部屋で使用する電気・電話・インターネット使用料等は実費負担
入居資格　◯製造業・ソフトウェア業等を新規に創業しようとする方
　　　　　◯新規創業後、間もない企業または個人で、研究開発と新製品開発に意欲のある方
　　　　　◯既存企業で、新分野へ進出するための研究開発や新製品開発に意欲のある方

◎問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線153）　直通75－6207

　商業支援施設「けやき横丁」は、新規商業者の支援・育成施設です。町では、テナントに入居
し、新しく商業での創業をされる方を募集します。詳しくは下記までお問い合わせください。

　住所：坂城町大字坂城6406-1　テナント５（横町通り）
　床面積：40.0㎡　共益費：55,000円／月（光熱水費別）

募集期間　４月２日（月）～４月20日（金）
　　　　　※応募者多数の場合は、審査会により入居者を決定します
　　　　　※入居申込書等は商工農林課窓口にあります

◎問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線153）　直通75－6207
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各
便
の
出
発
時
間
及
び
到
着
時
間

を
変
更
し
ま
す
。

　「
坂
城
消
防
署
北
」
の
バ
ス
停
留

所
を
、
産
業
道
路
沿
い
ま
で
移
動
し
、

「
ベ
イ
シ
ア
様
前
」
の
バ
ス
停
留
所
を

10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
移
動
し
ま

す
。

　
循
環
バ
ス
は
、
バ
ス
停
留
所
に
て

停
車
し
ま
す
が
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
・
免
許
証
自
主
返
納
者
な
ど
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
ど
こ

で
も
乗
降
車
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
ど

こ
で
も
の
れ
ー
る
」
の
実
証
実
験
を
、

町
内
全
域
に
拡
充
し
て
行
い
ま
す
。

　
実
験
は
、
国
道
18
号
及
び
県
道
長

野
上
田
線
を
除
き
、
道
路
交
通
法
な

ど
に
基
づ
く
安
全
な
交
通
が
確
保
で

き
る
区
間
で
行
い
ま
す
。
こ
の
区
間

内
で
は
、
バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
で
あ

れ
ば
停
留
所
以
外
の
場
所
で
も
合
図

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
乗
降
車
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
で
き
る
方
は
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
免
許
証
自
主
返
納
者
な

ど
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
方
と
な

り
ま
す
。
利
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
左
記
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
受
付
は
４
月
２
日

（
月
）か
ら
行
い
ま
す
。

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

・
建
設
課 

都
市･

公
園
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
７
８
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
８

・
坂
城
駅
前
観
光
案
内
所

　
坂
城
町
大
字
坂
城
６
３
９
７―

３
９

　（
有
）信
州
観
光
バ
ス

　
☎
８
１―

２
１
２
１

　
営
業
時
間

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　※

日
曜･

祝
日
休
業

　
町
で
は
、町
内
及
び
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
交
通
手
段
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
ご
利

用
で
き
る
「
坂
城
町
循
環
バ
ス
」
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
４
月
２
日（
月
）か
ら
、
し
な
の
鉄
道

の
運
行
時
間
に
合
わ
せ
、
循
環
バ
ス
の
運
行
時

間
の
変
更
等
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
こ
で
も
乗
降
車
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
実
証
実
験
区
間
を
全
町
に
拡
充
し
て
取
り
組

み
ま
す
。
詳
細
は
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
た
『
坂

城
町
循
環
バ
ス
時
刻
表
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　認知症になっても、本人の意志が尊重され、できる限り住み慣れた地域の良い環
境で暮らし続けられるよう、【認知症初期集中支援チーム】を配置し、平成30年４
月から支援を開始します。このチームの役割は、認知症専門医、看護師、保健師、
社会福祉士など複数の専門職が認知症の方やその家族に早期に関わり、チームで支
援していくことです。

◎問い合わせ先　坂城町地域包括支援センター（福祉健康課内）
　　　　　　　　☎82－3111（内線 137・138）直通 75－6205

坂城町地域包括支援センターからのお知らせ

①医療・介護サービスを受けていない方、または中
断している方

②医療・介護のサービスは受けているが、認知症に
よる症状が強く、対応に困っている方
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
は
、
５
月
１

日（
火
）に
指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し

ま
す
の
で
、
振
替
日
前
日
ま
で
に
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
全
期
前
納
で
口
座
振
替
を

さ
れ
て
い
る
場
合
、
５
月
１
日
に
振

替
が
で
き
な
い
と
、
再
振
替
時
か
ら

自
動
的
に
期
別
納
入
に
変
わ
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
４
月
20
日（
金
）ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
更
埴
地
域
勤
労
者
共
済
会
で
は
、

平
成
30
年
５
月
１
日
付
け
採
用
の
嘱

託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

勤
務
内
容
　
会
員
加
入
促
進
員
及

び
坂
城
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
管
理
業
務

募
集
要
件
　
町
内
ま
た
は
千
曲
市
に

在
住
で
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
方

資
格
等
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

申
込
期
間
　

　
４
月
３
日（
火
）〜
４
月
20
日（
金
）

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
更
埴
地
域
勤

労
者
共
済
会
事
務
局（
坂
城
勤
労

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

坂
城
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
１―

１
２
３
４

　
長
野
県
警
察
で
は
、
平
成
30
年

度
警
察
官
・
警
察
職
員
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、

年
齢
制
限
の
上
限
を
35
歳
ま
で
引
き

上
げ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル（
０
１
２
０―

３
１
４―

０
３
１
）

ま
た
は
長
野
県
警
察
採
用
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.police.pref.nagano.

lg.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
警
察
署

　
☎
０
２
６―

２
７
２―

０
１
１
０

《
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部
》

　
装
備
品
な
ど
の
研
究
開
発
、維
持

整
備
に
関
す
る
業
務
ま
た
は
気
象
、

安
全
保
障
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す

る
幹
部
自
衛
官
を
採
用
し
ま
す
。

資
格
　
大
卒
以
上
の
者
で
、応
募
資

格
に
定
め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻
学

科
等
を
卒
業
後
、２
年
以
上
の
業

務
経
験
の
あ
る
者

受
付
　

　
４
月
20
日（
金
）〜
５
月
25
日（
金
）

試
験
日
　
６
月
25
日（
月
）

《
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹
》

　
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊

で
必
要
と
す
る
国
家
資
格
免
許
の
う

ち
、取
得
が
難
し
い
免
許
や
保
有
者

が
少
な
い
免
許
を
所
有
し
て
い
る
方

を
採
用
し
ま
す
。

資
格
　
20
歳
以
上
の
者
で
国
家
免
許

資
格
取
得
者
等

受
付

　
４
月
20
日（
金
）〜
５
月
25
日（
金
）

試
験
日
　
６
月
22
日（
金
）

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

６
０
２
６

　
空
い
て
い
る
時
間
を
活
用
し
て
、

り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
物
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
せ
ん
か
。
短

時
間
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
初
心
者

の
方
に
は
作
業
内
容
の
講
習
会
も
実

施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

時
給
　
９
０
０
円

時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

　
　
　（
時
間
応
相
談
）

内
容
　

　
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
、
そ
の
他
の
通

年
作
業

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

坂
城
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局

（
商
工
農
林
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

　期
間
　
５
月
24
日
〜
８
月
23
日

場
所
　
ニ
チ
イ
学
館
　
上
田
校

　
　
　（
上
田
駅
前
ビ
ル 

パ
レ
オ
６
階
）

費
用
　
受
講
料
無
料

　
　
　※

テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担

定
員
　
求
職
者
20
名

入
校
選
考

　５
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

※

４
月
24
日（
火
）
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
篠
ノ
井
訓
練
窓
口
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
３
９―

１
１
１
１

　
通
勤
・
通
学
な
ど
で
定
期
的
に
坂

城
駅
・
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
を
利
用
し
、

自
転
車
・
バ
イ
ク
を
停
め
る
方
は
、

申
込
み
を
い
た
だ
き
、
駐
輪
場
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
利
用
申
込

み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

年
間
利
用
料
金

・
自
転
車
　
２
０
０
０
円
／
台

・
バ
イ
ク
　
３
０
０
０
円
／
台

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
駅
前
観
光
案
内
所

　（
有
）信
州
観
光
バ
ス
坂
城
営
業
所

　
☎
８
１―
２
１
２
１

　
営
業
時
間

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　※

日
曜
・
祝
日
休
業

　　
平
成
30
年
度
文
化
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
複
数
の
講
座
を
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
初
心
者

の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
は
、
坂
城
町
公
民
館
事

務
局（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）ま
で
、
受

講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
講
座
内
容
の
詳
細
は
「
ま
な
び

の
玉
手
箱
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

俳
句
・
短
歌
・
茶
道
（
表
千
家
、

裏
千
家
）・
木
彫
・
書
道
・
コ
ー
ラ
ス
・

陶
芸
・
古
文
書
・
絵
画
・
盆
栽
・

写
真
（
新
た
に
開
講
予
定
）

申
込
期
間

　
４
月
２
日（
月
）午
後
１
時
30
分
か
ら

16
日（
月
）ま
で

受
講
料
　
３
０
０
０
円
（
１
講
座
）

　
　
　
　※

教
材
費
等
は
実
費
負
担

開
講
式
　
４
月
17
日（
火
）午
後
７
時

　
　
　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

※

講
座
の
進
め
方
な
ど
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館

　
☎
８
２―

２
０
６
９

固
定
資
産
税（
全
期
・
第
１
期
）

納
期
限
は
５
月
１
日（
火
）
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長
野
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い
者

を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所
　
長
野
市
営
長
野
運
動
公
園
他

競
技
種
目
　

【
個
人
競
技
】

１
０
０
ｍ
走
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど

【
団
体
競
技
】

２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど

※

そ
の
他
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
あ
り
ま
す

申
込
期
限
　
４
月
11
日（
水
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
５

　
毎
年
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
る
「
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
千
曲
川
の

環
境
美
化
の
た
め
、
大
勢
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

　
４
月
15
日（
日
）
午
前
７
時
〜
９
時

　（
受
付
６
時
45
分
〜
）

　※

雨
天
中
止

集
合
場
所

・
埴
科
頭
首
工

・
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
駐
車
場

（
河
川
敷
内
）

・
鼠
橋
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

※

ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す

持
ち
物
　
軍
手
な
ど

服
装
　
作
業
の
で
き
る
服
装

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４

　
新
緑
の
木
漏
れ
日
の
中
で
、
日
本

の
伝
統
的
な
文
化
を
体
験
す
る
「
文

化
の
館  

春
の
合
同
茶
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
作
法
に
つ
い
て

も
や
さ
し
く
手
ほ
ど
き
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
も
安
心
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
29
日（
日
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
文
化
の
館

　
　
　
茶
室
及
び
野
点
場

内
容
　
本
席 …

裏
千
家

　
　
　
野
点
席 …

江
戸
千
家

参
加
費
　
前
売
り
券  

１
０
０
０
円

　
　
　
　
当
日
券
　  

１
２
０
０
円

※

前
売
り
券
は
、
生
涯
学
習
係（
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）及
び
坂
城
町
茶

道
協
会
に
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
歌
や
リ
ズ
ム
遊
び
を
通
じ
て
、
身

体
的
・
感
覚
的
・
知
的
に
優
れ
た
子

ど
も
を
育
て
る
楽
し
い
教
室
で
す
。

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
平
成
30
年
５
月
９
日
か
ら

　
　
　
平
成
31
年
２
月
27
日
ま
で

　
　
　
水
曜
日（
年
間
40
回
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
会
議
室

指
導
者
　
中
沢
敏
江
さ
ん

参
加
費
　
８
０
０
０
円

定
員
　
20
組

対
象
　
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
児
と

そ
の
保
護
者

※

４
月
９
日（
月
）か
ら
受
付
を
開
始

し
ま
す
の
で
、
参
加
費
を
添
え
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
湯
さ
ん
館
で
は
、
東
信
よ
し
だ

内
科
の
吉
田
智
彦
先
生
の
ご
協
力

に
よ
り
、「
第
１
期
い
き
い
き
水
中

健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
陸

上
で
の
運
動
に
比
べ
て
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
水
中
運
動
で
気
軽
に

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
４
月
10
日
〜
６
月
19
日

　
　
　
火
曜
日  

全
10
回
コ
ー
ス

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容
　
水
中
運
動
、
最
終
日
に
東

信
よ
し
だ
内
科
で
健
康
相

談
・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

受
講
料
　
３
０
０
０
円

※

要
別
途
入
館
料
５
０
０
円

※

オ
プ
シ
ョ
ン
に
て
ス
ト
レ
ッ
チ
も

あ
り
ま
す（
全
５
回  

１
０
０
０
円
）

申
込
締
切
　
４
月
９
日（
月
）

定
員
　
25
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
　

　
☎
８
１―

７
０
０
０

　初めて手話を学ぶ方を対象に、聴覚障がい者の生
活、福祉制度の理解を深めながら、日常会話に必要な
手話の語彙や表現技術を身に付けていただく講座で
す。多くの方の受講をお待ちしています。

日　程　平成30年５月17日～平成31年２月７日
　　　　木曜日　全36回
　　　　※日程の詳細は、町ホームページに掲載
時　間　午後７時～９時
場　所　千曲市役所 戸倉庁舎　４階 会議室
内　容　講義及び手話による表現・基本文法など
対象者　手話の習得により地域の聴覚障がい者と関わ

りをもって活動する意欲のある町内在住また
は在勤の方（高校生以上）

受講料　テキスト代　3,240円
定　員　20人（多数の場合は抽選となります。）
申込み　４月27日（金）締切
　　　　★福祉健康課窓口、または、町ホームページ

からダウンロードした申込用紙に必要事項
を記入のうえ、持参・郵送・FAX・メール
で、下記までお申込みください。

◎申込・問い合わせ先　福祉健康課福祉係
　　　　☎82－3111（内線132・136）
　　　　直通75－6205　FAX82－8307
　　　　メール  hukusi@town.sakaki.nagano.jp

〜
気
軽
に
た
し
な
む
和
の
心
〜

い
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人
の
体
は
食
べ
た
も
の
か
ら
作
ら
れ
、
脳
や
筋
肉
、
内
臓

な
ど
体
の
全
て
が
食
べ
も
の
か
ら
の
栄
養
で
働
い
て
い
ま
す
。

食
事
は
体
と
心
の
健
康
の
も
と
に
な
る
も
の
で
す
。「
健
康
な

体
は
１
日
に
し
て
成
ら
ず
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
１

食
１
食
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
自
分
の
体
が
作
ら
れ
、
明
日

の
自
分
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
、
日
本
人
の
食
事
は
次
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
食
べ
る
も
の
の
変
化

　
ご
飯
が
減
り
、
油
脂
の
摂
取
が
増
え
ま
し
た
。
ご
飯
と
お

か
ず
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
海
外
の
食
材
や
調
理

法
を
取
り
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
で
食
事
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
食
べ
方
の
変
化

　
１
人
で
食
事
す
る
「
孤
食
」
や
家
族
で
同
じ
食
卓
に
つ
い

て
も
一
人
ひ
と
り
異
な
る
も
の
を
口
に
す
る
「
個
食
」
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
好
き
な
も
の
だ
け
、
食
べ
た
い

時
に
食
べ
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
偏
食
を
招
き
や
す
く
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
食
べ
る
場
所
の
変
化

　
外
食
は
も
ち
ろ
ん
、
弁
当
や
惣
菜
な
ど
調
理
済
み
の
食
品

を
家
で
食
べ
る
「
中
食
」
が
増
え
ま
し
た
。
家
庭
料
理
を
囲

む
機
会
が
減
り
、「
家
庭
の
味
」
の
伝
承
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　児
童
会
を
引
き
継
い
だ
ぼ
く
た
ち
が
目
指
す
の

は
、
み
ん
な
が
楽
し
く
通
え
る
学
校
と
元
気
な
あ

い
さ
つ
が
で
き
る
児
童
会
で
す
。
第
一
回
目
の
児
童

会
を
や
っ
て
み
て
、
事
前
準
備
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
今
回
は
、
委
員
会
が
思
う
よ
う
に
進
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
委
員
会
目
標
を
決
め
る
と
き
に
、

案
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
三
・
四
年
生
が
何

を
言
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
に
、
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
、
終
わ
り
の
時
間
が
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
代
表
委
員
会
の
活
動

や
や
り
方
を
説
明
す
る
と
き
は
、
六
年
生
が
協
力

し
て
く
れ
た
の
で
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し

た
。　今

取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、「
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
し
な
が
ら
あ
い

さ
つ
を
す
る
」
と
い

う
活
動
で
す
。
代
表

委
員
に
ハ
イ
タ
ッ
チ

を
し
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
、
学
校
中
に
元
気

な
声
が
ひ
び
き
わ
た
り
、
み
ん
な
が
学
校
に
来
る

の
が
楽
し
く
な
っ
て
く
れ

れ
ば
い
い
で
す
。
全
校
の

み
ん
な
が
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
、

元
気
な
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　他
に
考
え
て
い
る
の
が
、

「
放
送
◯×

ク
イ
ズ
」
や

「
ご
み
拾
い
の
日
」
な
ど
で

す
。
三
役
や
代
表
委
員
で
相
談
を
し
て
実
現
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

　児
童
会
を
引
き
継
ぎ
、
最
高
学
年
に
な
る
と
み

ん
な
を
ま
と
め
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ぼ

く
は
、
人
を
ま
と
め
る
の
が
あ
ま
り
得
意
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
副
児
童
会
長
に
な
っ
た
こ
と
で
が
ん

ば
っ
て
自
分
を
成
長
さ
せ
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
み

ん
な
と
協
力
し
、
話
し
合
い
、
み
ん
な
を
ま
と
め
て
、

目
標
の
児
童
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎82-2008

村上小学校６年東組　山崎 陽大
「ぼくたちが目指す児童会」

　暗くなると、ドライバーから歩行
者や自転車が見えにくくなります。
夕暮れから夜間に外出する際、歩行
者や自転車に乗る方は、明るい色の
服装と、夜光反射材やライトなどを
使用し、ドライ
バーに自分の存
在をアピールし
ましょう。

　シートベルトとチャイルドシート
は命綱です。後部座席を含めた全て
の座席で正しく着用しましょう。

　飲酒運転は重大事故の原因とな
り、被害者の人生を奪う悪質で危険
な犯罪です。職場・地域・家族が協
力して飲酒運転を「しない」「させな
い」を徹底しましょう。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

昭
和
橋

坂城

坂城
小学校
坂城
小学校

坂城駅
坂城町
役場

坂城
大橋

田町

18

坂城
郵便局

田町
十王堂

坂城
保育園

子育て支援センター
（坂城保育園内）

鉄の
展示館
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４月
１日（日）

８日（日）

15 日（日）

22 日（日）

29 日（日）

30 日（月）

とぐらクリニック
宮本歯科医院

中島産婦人科小児科
飯島医院
小宮山歯科医院

とよき内科
千曲中央病院
たけい歯科クリニック

安里医院
前山歯科医院

みやばやし小児科アレルギー科
菅谷東クリニック
竹内歯科医院

武市医院
中沢医院
榑沼歯科医院

【千曲市戸倉】
【千曲市戸倉】

【千曲市上山田温泉】
【 千 曲 市 中 】
【 立 町 】

【千曲市磯部】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市鋳物師屋】

【千曲市内川】
【千曲市上徳間】

【千曲市上徳間】
【千曲市粟佐】
【千曲市稲荷山】

【 中 之 条 】
【千曲市小島】
【千曲市内川】

☎(026)275-0405
☎(026)276-7030

☎(026)275-0111
☎(026)272-0269
☎82-2029

☎(026)276-0413
☎(026)273-1212
☎(026)272-8000

☎(026)275-7800
☎(026)276-0282

☎(026)261-5221
☎(026)272-0493
☎(026)274-7050

☎82-2606
☎(026)272-0131
☎(026)261-5005

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

１日（日）、15 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城町役場　北側駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

１才児健康相談

１才６か月児健康診査

対　象　児

平成29年12月生

平成29年９月生

平成29年６月生

平成29年２月生～３月生

平成28年８月生～９月生

受　付　日　時

27日（金）午後１時

25日（水）午前９時

24日（火）午前９時

11日（水）午前９時

19日（木）午後１時

■平成29年２月分　158.26ｔ
■平成30年２月分　151.10ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

10日（火）、20日（金）
午前９時30分～正午
役場第４・５会議室（３階）

10日は弁護士、20日は司法書士による法律相談
です。相談をご希望の場合は、相談日の３日前
までに社会福祉協議会【☎82-2551】へ予約して
ください。

16日（月） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 18日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、４月10日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）直通75-6204】へ
お申し込みください。

11日（水）、25日（水）
午後１時30分～４時
役場第５会議室（３階）

障がい者（児）
相 談

７日（土）
午前９時～正午
老人福祉センター夢の湯

社 協
結婚相談
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町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

平成30年３月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,146世帯（－  6）
人　口： 15,177人    （－15）
　男　：  7,486人　（－  7）
　女　：  7,691人　（－  8）

件　数：　　  8件
累　計：　　14件　（－  4）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　11人
累　計：　　21人　（±  0）

平成30年２月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

☆おはなし会　午前 11 時～
　14 日（土）２階・集会室
　28 日（土）１階・児童図書コーナー
☆点字・点訳講座　午後２時～ ２階・集会室
　３日（火）、17 日（火）　講師：山口静枝さん

が休館

土
７
14
21
28

金
６
13
20
27

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24

２月には、一般書144冊、児童書80冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

るるぶ  ドライブ信州東海北陸
ベストコース‘19

（るるぶ情報版／ JTB パブリッシング）
　春の行楽シーズンがやってきます。図書
館ではこの他にも、『こどもとあそぼ首都
圏‘19』『関東のおいしい道の駅＆SA・
PA』『春夏秋冬ぴあ 2018→2019　日帰り
遊び　首都圏版』など、旅行に役立つ情報
を掲載した最新の雑誌や旅行ガイドをそろ
えています。旅行の準備にお立ち寄りくだ
さい。

☆おすすめの本

　
森
林
と
緑
に
ふ
れ
、
林
業
体
験
を

す
る
坂
城
町
植
育
樹
祭
を
開
催
し
ま

す
。
大
勢
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
４
月
24
日
（
火
） 

会
場
　

　
坂
城
町 

坂
城
地
区 

こ
ん
ぴ
ら
山

受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

　
　
　
こ
ん
ぴ
ら
山
会
場
内

植
育
樹
作
業
　
午
前
10
時
〜
正
午

サ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
植
樹
、

下
苅
作
業

参
加
費
　
無
料
（
参
加
さ
れ
た
方
に

は
、
豚
汁
・
お
に
ぎ
り
・
お
茶
を

配
布
し
ま
す
。）

交
通
手
段
　
会
場
周
辺
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
植
育
樹
祭

用
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
駐
車
場
】

・
坂
城
町
役
場

（
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
運
行
）

【
送
迎
バ
ス
】

・
坂
城
駅
経
由

募
集
人
数
　
１
０
０
名

　（
植
樹
や
育
樹
作
業
を
し
て
み
た
い

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。）

申
込
期
限
　
４
月
16
日
（
月
）

※

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
林
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７
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３
月
26
日
（
月
）、
役
場
講
堂

で
、
消
防
団
合
同
任
命
式
が
開

か
れ
、
平
成
30
年
度
の
新
団
長

と
し
て
長
谷
川 

修
さ
ん
が
町
長

か
ら
任
命
を
受
け
、
ま
た
、
副

団
長
、
分
団
長
、
副
分
団
長
、

班
長
の
皆
さ
ん
と
、
新
入
団
員

の
皆
さ
ん
が
、
長
谷
川
新
団
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
任
命
を
受
け
ま

し
た
。
本
部
、
各
分
団
新
体
制

の
も
と
、
町
民
の
安
心
・
安
全

な
生
活
を
守
る
た
め
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

分団
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
ラッパ

分団長
池上　遼
飯島健一
宮下洋一
山城　明
林　卓志
小宮山哲也
安宅　誠
磯野　真
澤﨑章一郎
師田洋一
岡田治樹
福田　徹

担当地区
鼠・新地
金井
入横尾・泉・町横尾
中之条
四ツ屋・御所沢・田町・戌久保
南日名・北日名・和平
横町・立町・込山・旭ヶ丘
日名沢・大宮・新町・坂端・苅屋原
網掛・小網・月見
上五明
上平
本部付

※敬称略

宮下　喜幸
副団長

鈴木　忠
副団長

長谷川　修
団長

　子育てや教育に関するニーズが
多様化・高度化する中で、様々な
課題に対する専門性の強化や関係
者の連携が重要になっていること
から、児童福祉、学校教育を一元
化し、幼児期から青少年期まで継
続した行政事務を行うよう、教育
文化課に「子ども支援室」を設け、
教育委員会組織で子どもに関する
行政全般を所管することとしまし
た。子どもに関する窓口を一本化
し、ネットワークの強化を図り、
子どもを中心とした体制の強化に
努めます。
　また、「産業振興課」を「商工
農林課」と名称変更し、所掌事務
が明確になるようにするととも
に、農業委員会を農業振興係への
所管変えを行います。

福祉健康課
　福祉係

　保険係（包括支援センター）

　健康推進係（保健センター）

　子育て推進室（保育園）
　（子育て支援センター）

教育文化課
　学校教育係

　生涯学習係

　文化財係（文化財センター）

産業振興課
　産業振興係

　商工観光係

　農林整備係
　　　農業委員会

福祉健康課
　福祉係

　保険係（包括支援センター）

　健康推進係（保健センター）

 

教育文化課

　子ども支援室（保育園）【新設】
　（子育て支援センター）

　学校教育係

　生涯学習係

　文化財係（文化財センター）

商工農林課【名称変更】

　農業振興係【名称変更】
　　　農業委員会

　商工観光係

　農林整備係

坂
城
町
消
防
団

新
団
長
・
副
団
長
・
分
団
長
を
紹
介
し
ま
す

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp
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